
2020 VOL. 348６

〒950-0917 新潟市中央区天神1-12-8 （LEXN B 7F）　TEL 025-278-7810　FAX 025-278-7825

技術レポート 

7
建設業の未来に向けて
砂防現場でのＩＣＴ施工について

■■石川県土木部監理課技術管理室

9
ICTを活用したケーソン据付作業の総合管理システム
ケーソン無人化据付施工支援システム

■■若築建設（株）

13
環境変化条件下における農業用排水機場の 
ポンプ不足能力簡易評価手法

■■（株）ナルサワコンサルタント

視　点

1
これからも魅力ある産業であるために

■■（一社）新潟県建設業協会　青年部会長　■
（株）巴山組　専務取締役　猪俣　一成

地域の動き 

3 古町通７番町地区第一種市街地再開発事業について
■■新潟市　都市政策部　まちづくり推進課

古町通７番町地区第一種市街地
再開発事業の建物パース▶P.3

認可を行いました。 

平成 29年 2月より既存建物解体工事に着手し、平

成 30年 2月には新築工事に着手、令和 2年 2月に本

体建物が竣工しました。 

【事業の経過】 

平成 21年 10月 百貨店が撤退を表明 

平成 21年 11月 まちなか再生本部設置 

平成 22年 6月 百貨店閉店 

平成 24年 11月 再開発準備組合設立 

平成 27年 12月 都市計画決定告示 

平成 28年 8月 再開発組合設立認可 

平成 29年 1月 権利変換計画認可 

平成 29年 2月 既存建物除却工事着手 

平成 29年 3月 立地適正化計画策定 

平成 30年 3月 施設建築物新築工事着手 

令和 2年 2月 施設建築物新築工事竣工 

４.事業概要 
（1）事業スキーム 

新潟市では持続可能な都市づくりにむけて平成 29

年 3 月に立地適正化計画を策定し、その中で、拠点

強化のための重点エリアとそこに誘導すべき都市機

能を定めました（図 2）。再開発事業を整備する都市

再生整備計画「古町周辺地区」はこの計画に位置付け

られた都市構造再編集中支援事業（旧：都市再構築戦

略事業）となっています。 

 

（2）施設立地 

敷地南側は本市のメインストリート（都心軸）の一

部である国道 116 号線（通称 柾谷小路）に面して

いるほか、東側は本市の中心的な商店街である通称

「古町通り」に面し、オーバーアーケードが整備され

ています。西側はかつての堀を埋め立てた通りで、地

下街のある通称「西堀通り」に面しています（図 1）。 

 

 

事業名 古町通 7番町地区第一種市街地再開発事業 

事業者 古町通 7番町地区市街地再開発組合 

組合員数 12名（従前） 

面積 約 0.8ha 

総事業費 約 152億円 

整備内容 鉄骨造、地上 12階、 

延べ面積約 33,000㎡、 

用途 商業、業務 

整備計画 古町周辺地区都市再生整備計画（都市構造再

編集中支援事業） 

 

図 4本体建物の平面、断面図 

本体建物の平面図とテナント構成 

図 3 事業概要と建物パース 
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追尾式トータルステーションを
活用したマシンガイダンスの構造

▶P.7
1
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チルトセンサー アンテナ

コントロールボックス

センサー
慣性計測装置 プリズム

自動追尾
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（別売）

変更

無人化据付状況▶P.9

技術レポート        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

 
図－10 ウインチ、ポンプスイッチモニター 

 

 

 
図－11 Webカメラ監視モニター 

 
据付作業中は、図－9右下のようにウインチ操作員、

ポンプ操作員、指揮者を含む担当職員が一箇所で各種

機材を集中的に遠隔操作可能なので、据付情報を共有

しながらスムーズに作業を進めることができる。 
 さらに、図－7のようにWebカメラを各所に設置し、

各機材の動作状況をはじめとしたケーソン上の様々な

状況を図－11のような一覧画面を用いて集中管理室

から把握することができる。これは、無人化据付の場

合に特に有効である。カメラの各監視画面はそれぞれ

拡大表示機能を持っており、必要に応じてワイヤー緊

張状態や目地間隔、法線離隔状況などを拡大し、詳細

に動作状況を見ることが可能である。 
図－12は、実際に無人化据付を行った時のシステム

配置状況である。ケーソン上と作業船上にシステム制

御室を設置し、これを高速無線 LAN で接続して遠隔

操作環境を構築している。各機材は必要に応じてコン

パクト化されており、設置に特別な施設等を必要とし

ない。一般的なハウス等に格納できるので、様々な現

場への導入が比較的容易である。

システム制御室
水圧計計測

受信機
無線

システム制御室
制御

遠隔ウインチ操作盤
自動注水システム制御
自動注水システム操作盤
無線

 
図－12 無人化据付状況 

 

 
 ケーソン据付施工支援システム「WIT C-Moni」と

無人化施工機能を含むシステム構成、および実際の運

用状況について述べた。 
本稿で紹介した無人化システムは、現状で使用可能

なフルスペック版であり、非常に多くの管理，制御機

能を備えている。これを用いることで高度な ICT 施工

が可能となる反面、どうしても導入～運用コストは従

来の施工管理手法と比較して大きくなってしまう。

WIT C-Moni を実際の現場で活用する際には、モジュ

ール化された機能を柔軟に構成し、適用現場の施工条

件、規模、予算、必要性に応じて各機能を適切に活用

することが重要である。 
 

 

7．おわりに 

●問い合わせ先 

 若築建設株式会社 

 建設事業部門 技術部 

 TEL(03)3492-0285 

機械排水流域の土地利用および
降雨変化▶P.13

新潟（7.5%増）

柏崎（8.6%増）

相川（20.8%増）

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

15
北陸地方整備局における令和２年度の 
i-Constructionの取り組み方針について

■■北陸地方整備局　企画部　技術管理課

先輩なう！

19 人との繋がりと経験が財産に
■■朝野工業（株）　土木部　金山　雄平さん

職場紹介

17
これからの100年を見据えて
地元地域とともに歩む

■■宮下建設（株）

新技術情報 

21
■Made in 新潟　新技術普及・活用制度

・■■移動式路面標示プロジェクター
　【登録番号：2019D202】
　新総合安全システム（株）

・■■バックホウカメラシステム
　【登録番号：2019D204】
　（株）植木組

■北陸新幹線、手取川橋りょう
　手取川橋りょうは、北陸新幹線の延伸区間（金沢～敦賀）の工事のうち、石川県内の最
大河川である手取川で施工している橋梁で、北陸新幹線の敦賀延伸区間で最大となる全長
558mの橋梁です。
� （写真提供：清水・川田・豊蔵・表JV）

平成30年度　内浦総合支所
工改築工事（建築）▶P.17

朝野工業（株）土木部
金山　雄平さん▶P.19

移動式路面標示
プロジェクター▶P.21

【移動式路面標示プロジェクター】

【ガラスゴボ】

バックホウカメラシステム
▶P.21

【従来技術のモニター画面】

【新技術のタブレット画面】


